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■組版データ化の工程と後加工
　当社では、印刷物のデータがない、古い、もしくは
紛失してしまっている場合に、印刷物そのものを原稿
としてそこから情報を取り出し、組版データ化する
サービスを行っています。
　印刷物の組版データ化は、テキストや画像それぞれ
をデータ化したうえで、DTPソフトでレイアウトす
るという工程で行います（裏面参照）。
　データが完成し、用紙や製本様式も原本と揃えられ
れば、正確な複製を製造することができます。　
　また、原本を再現するだけではなく、以下のような
アレンジや後加工も承ります。
◦デザインの模様替え
◦合本や抜粋版の制作
◦掲載情報のデータベース化
◦CD/DVDのプレスやパッケージデザイン制作
◦他国語版や多言語併記版の制作
◦デジタルブックの制作
　印刷物を一度データ化してしまえば、そのデータを
使った様々な派生商品の制作やマルチメディア展開
が、いつでも安価に行えるようになります。
　身の回りにある、または書庫に眠っている古い印刷
物を資産として活かすためにも、データ化しておくこ
とをおすすめします。使用用途や原本の状態に応じた、
最適な方法を提案させていただきますので、ぜひ当社
へご相談ください。

古い印刷物の組版データ化サービス
価値ある情報が印刷物の状態で眠っていないでしょうか。

それらを組版データ化することによって、複製したり保存したり、
また、新たなコンテンツとして生まれ変わらせたりすることができます。

■印刷物と組版データ
　現在、書籍の制作工程はほぼ完全にデジタル化され
ており、デザインからレイアウトまでをPC上で行い、
組版データとして完成させてから、それを印刷工程に
送っています。印刷に使用された組版データは、書籍
を再版するときのために版元や印刷会社でしっかり管
理されていますが、組版データがあれば再版だけでは
なく、内容を刷新した改訂版や、PC・スマートフォ
ンで閲覧できる電子版なども、簡単かつスピーディー
に作ることが可能です。
　しかし、デジタル化される前に製造された印刷物は
そのようにはいきません。組版データが存在していな
いからです。デジタル化以前、印刷の材料として保管
されていたのは版下やポジフィルムですが、これらが
万が一残っていたとしても、現在の制作工程では使う
ことができません。
　印刷物といえば、書店で販売される書籍以外にも、
マニュアルやカタログ、パンフレット、ポスター、社
内報など様々なものが存在します。それらの複製を作
りたい、アレンジして復刻させたい、あるいは、電子
版にしたい、劣化や紛失に備えデータ化しておきたい、
といった要望は少なくありません。その際、これらの
組版データが適正に管理されていれば問題ないのです
が、データの所在がわからない、データがあっても制
作環境が古くて使えない、といったことが往々にして
あるのが現状です。
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いよいよ近づく2020年、
持続可能な魚から考える
SDGs·ESG経営

東京サステナブル・シーフード・シンポジウム2019
アジア最大級！

2019年11月7日（木） 11:55～19:00（11:25開場（予定））

イイノホール＆カンファレンスセンター
東京都千代田区内幸町2-1-1 飯野ビルディング4F

日経ESG、シーフードレガシー
米ディヴィッド＆ルシール・パッカード財団、
米ウォルトンファミリー財団
アラスカシーフードマーケティング協会

（ASMI）、富士通、マルハニチロ、日本水産、
西友　（ABC順）

メインホール

前農林水産事務次官

奥原 正明 氏

水産研究・教育機構
理事長兼農林水産省国際顧問
農林水産省顧問

宮原 正典 氏

エンバイロンメンタル・ディフェンス・
ファンド（EDF）
海洋部門
シニア・バイス・プレジデント

エリック・シュワブ 氏

羽田市場
代表取締役社長CEO
野本 良平 氏

14:15-14:30 休　憩

11:55-14:15

主催

共催

TSSS2019
Partner

会場

日経ESG発行人
日経BP総研
コンサルティング局長

酒井 耕一 氏

開会挨拶11:55-12:05

シーフードレガシー
代表取締役社長

花岡 和佳男 氏

生物多様性を中心とした海洋環境の保全と
持続可能な利用

環境省事務次官

鎌形 浩史 氏

12:20-12:35 基調講演1

日本に根付く持続可能な人と自然との共生
世界遺産「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群
宗像大社
宮司

葦津 敬之 氏

12:05-12:20 特別講演

経営戦略13:20-14:15

持続的な水産資源の利用に向けて

東京都知事

小池 百合子 氏

12:50-13:05 基調講演3

G20にみる世界の海洋保全の流れ
－海洋プラスチックごみとIUU漁業－
外務省　国際協力局地球規模課題審議官
大使

塚田 玉樹 氏

12:35-12:50 基調講演2

持続可能な調達2020年目標
ファイナルステージ
イオン
商品戦略部　マネージャー　

山本 泰幸 氏

15:15-15:35 国内小売の挑戦

アワードスポンサー挨拶

パタゴニア日本支社
プロビジョンズ マネージャー　

近藤 勝宏 氏

18:20-18:25 アワード

第１回ジャパン・サステナブル・シーフード・アワード
表彰式
豊洲マグロ仲卸「鈴与」
3代目店主　
生田 與克 氏

18:25-18:50 アワード

日経ESG編集長　

田中 太郎 氏

18:50-19:00 初日閉会挨拶

小売から広がる
サステナブルシーフード・
イニシアチブ シーフードレガシー

代表取締役社長　

花岡 和佳男 氏

サステナブル・
フィシャリーズ・
パートナーシップ
代表取締役社長（SFP）
創設者　
ジム・キャノン 氏

日本生活協同組合連合会
商品本部・本部長スタッフ

（サステナビリティ戦略担当)　

松本 哲 氏

15:35-16:25 小売の世界動向

漁業法改正で進める
日本の水産業の成長戦略

水産庁資源管理部長

神谷 崇 氏

13:05-13:20 基調講演4

資源回復を軸に描く
2030年の日本の水産業

日本水産　CSR部
担当部長

屋葺 利也 氏

ストックホルム大学地球環境科学セクション
ストックホルム・レジリアンス・センター
副サイエンス・ディレクター

ヘンリック・オスターブロム 氏

マルハニチロ
経営企画部
サステナビリティ推進グループ
課長代理

佐藤 寛之 氏

SeaBOS
専務取締役
マーティン・エクゼル 氏

 サステナビリティ宣言14:30-15:15

SeaBOS：イニシアチブの統合で
水産業界に変革を起こす

ワールド・ベンチマーキング・アライアンス（WBA）
事務局長

ゲルブランド・
ハーフェルカンプ 氏

日経ESG編集
シニアエディター
日経ESG経営フォーラム
プロデューサー

藤田 香 氏

大和総研
調査本部
研究主幹

河口 真理子 氏

三井住友トラスト・アセットマネジメント
スチュワードシップ推進部
シニア・スチュワードシップ・オフィサー
川添 誠司 氏

ESG投資家の評価16:40-17:35

「SDGs達成」の
世界評価が始まった

海洋管理協議会（MSC） 
チーフ・プログラム・オフィサー

ニコラ・ギシュー 氏

シーフードレガシー
代表取締役社長

花岡 和佳男 氏

パナソニック
ブランドコミュニケーション本部
CSR・社会文化部　部長

福田 里香 氏

ロイドレジスタージャパン
取締役　
冨田 秀実 氏

東京五輪への期待17:35-18:20

東京五輪は
オリンピックレガシーを
継げるのか

16:25-16:40 休　憩

1日目

　海洋資源の減少や海洋プラスチック問題が世界的な課
題になる中、豊かな魚食文化や海洋生態系を未来に残すべ
く、水産資源を持続可能に生産・消費する「サステナブル・
シーフード」の活動が、国や企業、NGO、地域、消費者を
巻き込んで広がってきました。「持続可能な調達」を標榜す
る五輪まで1年を切った今、コンビニやレストラン、企業の
社員食堂にもサステナブル・シーフードが増えてきました。
　海の環境保全や、サプライチェーン管理、IoTの活用、地
域活性化など、様々な課題解決と市場の可能性を内包する
サステナブル・シーフードの取り組みは、企業にとって
SDGs・ESG経営を進める柱の1つになり、ESG投資家
も注目して評価を始めています。
　今年は、世界に誇れる資源管理の在り方や違法漁業を排
除する技術を議論するとともに、多様なステークホルダー
の協働で企業や町の価値向上に結び付けた例を紹介し、
ESG経営やSDGsへの貢献を加速化させる動きを会場の
みなさまと創り出していきます。

14:30-16:25

16:40-19:00

1日目／Day 1

2019年11月8日（金） 9:00～18:45（8:30開場（予定））
レセプションパーティー 18:50～

2日目／Day 2

日経BP読者サービスセンター　セミナー係
お問い合わせはこちらから　フリーダイヤル：0120-255-255（土日祝を除く 9：00～17：00）　
電話での申し込みはできません。

お問い合わせ

イオン、Blueyou、GAA（世界養殖連盟Global Aquaculture Alliance）、
日本生活協同組合連合会（JCCU）、KDDI、NTTドコモ、Skretting、Australis、
Veramaris、大川印刷、ライトハウス（ABC順）
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イイノホール

イイノカンファレンスセンター

基調講演・トークセッション

分科会

日時

［ファシリテーター］

［ファシリテーター］

［アワードプレゼンター］

［スピーカー］

［ファシリテーター］

［ファシリテーター］

［ファシリテーター］

［スピーカー］

［スピーカー］

［スピーカー］

［スピーカー］

ウォルトンファミリー財団
環境部門
プログラムオフィサー　

テレサ・イッシュ 氏

各講演の登壇者情報、
資料はQRコードから
閲覧できます。一部資
料は講演者の希望に
より非公開となって
います。

With 2020 Approaching,
Thinking About 
SDGs and ESG Management
Through Sustainable Seafood

Tokyo Sustainable Seafood Symposium 2019
Japan’s Flagship Event

2019/11/7（THU） 11:55～19:00（Open 11:25）

Iino Hall＆ Conference Center
Nikkei ESG, Seafood Legacy
David and Lucile Packard Foundation, 
Walton Family Foundation
Alaska Seafood Marketing Institute (ASMI), 
Fujitsu, Maruhanichiro, Nissui, Seiyu

Main Hall

Former Ministry of Agriculture, 
Forestry and Fisheries
Administrative Vice-Minister

Masaaki Okuhara

President, Fisheries Research & Education Agency
Special Adviser, Minister of Agriculture, Forestry and Fisheries 
for International Affairs Adviser, Minister of Agriculture, 
Forestry and Fisheries for Fisheries Policy Reform 

Masanori Miyahara

Environmental Defense Fund (EDF)
Senior Vice President, Oceans

Eric Schwaab

Haneda Ichiba Co.,Ltd.
CEO
Ryohei Nomoto

14:15-14:30 Break

11:55-14:15

Host

Co-host

TSSS2019 
Partner

Venue

Nikkei ESG Publisher
General Manager, 
Consulting Service Bureau
Nikkei Business 
Publications, Inc

Koichi Sakai

Opening remarks11:55-12:05

Seafood Legacy 
Founder/CEO

Wakao Hanaoka

Conservation and Sustainable Use of the 
Marine Environment with a Focus on Biodiversity
Ministry of the Environment
Vice‐Minister of the Environment

Hiroshi Kamagata

12:20-12:35 Keynote 1

Our Culture and Sustainability: 
Living in Harmony with Nature

Munakata Taisha Shrines, Chief Priest

Takayuki Ashizu

12:05-12:20 Special speech

13:20-14:15

Working Toward Sustainable Use of 
Fishery Resources

Governor of Tokyo

Yuriko Koike

12:50-13:05 Keynote 3

G20 and Global Ocean Conservation Initiatives: 
Ocean Plastics and IUU Fishing
Assistant Minister & Director-General for Global Issues
(Ambassador)

Tamaki Tsukada

12:35-12:50 Keynote 2

AEON's 2020 Sustainability Goal 
Final Stage
Aeon Co., Ltd.
Manager, Merchandising Strategy Department　

Yasuyuki Yamamoto

15:15-15:35

Award Greeting 
Speech: Patagonia
Patagonia Japan
Provisions Manager 　

Katsuhiro Kondo

18:20-18:25

Japan Sustainable Seafood Award Ceremony

Suzuyo (Toyosu Tuna Intermediate Wholesaler, 
3rd Generation President　
Yoshikatsu Ikuta

18:25-18:50

Nikkei ESG, Editor in Chief　

Taro Tanaka

18:50-19:00 Closing remark

Role of Retailers: 
Driving the 
Sustainable Seafood 
Initiatives

Seafood Legacy 
Founder/CEO

Wakao Hanaoka

Sustainable 
Fisheries 
Partnership
CEO and Founder
Jim Cannon

Japanese Consumers' 
Co-operative Union
Merchandising Division / 
Sustainable Procurement

Satoshi Matsumoto

15:35-16:25

Fishery Reform and Growth Strategy 
of Japanese Fishery Industry
Fisheries Agency
Director General of Resources Management Department

Takashi Koya

13:05-13:20 Keynote 4

Envisioning 2030 
Japanese Fishery with 
the Fishery Reform 
and Resource 
Recovery

Nippon Suisan Kaisha, Ltd.
Deputy General Manager 
CSR Department

Toshiya Yabuki

Stockholm Resilience Centre,
Deputy Science Director

Henrik Österblom

Maruha Nichiro Corporation
Deputy Manager
Corporate Strategy Group 
Corporate Planning Department

Hiroyuki Sato

SeaBOS, Managing 
Director
Martin Exel

14:30-15:15

SeaBOS ‒ Consolidating 
and Accelerating Change

World Benchmarking Alliance
Executive Director

Gerbrand Haverkamp

Nikkei ESG, Senior Editor
Nikkei ESG Management 
Forum, Producer

Kaori Fujita

Daiwa Institute of 
Research Ltd.
Senior Principal

Mariko Kawaguchi

Sumitomo Mitsui 
Trust Asset Management
Supervisor, Stewardship 
Development Department
Seiji Kawazoe

16:40-17:35

Measuring the 
Progress Towards 
SDGs

Marine Stewardship Council (MSC)
Chief Program Officer 

Nicolas Guichoux

Seafood Legacy 
Founder/CEO

Wakao Hanaoka

Panasonic Corporation   
Brand Communication 
Headquarters CSR・Social 
Culture Department Director

Rika Fukuda

Lloyd's Register Japan K.K.
Director　
Hidemi Tomita

17:35-18:20

Beyond 2020: 
Tokyo Olympic 
Legacy

16:25-16:40 Break

Day1

With topics like marine plastic waste and conservation of marine 
resources becoming a globally important theme that was also 
discussed at this year’s G20 Osaka Summit, protecting the 
ocean environment and sustainably producing and consuming 
seafood has taken root and continues to spread throughout the 
Japanese market.
It’s not only seafood companies and trading companies. 
Sustainable seafood is permeating throughout different sectors: 
from supermarkets products to inside onigiri rice balls in 
convenience stores; on menus at restaurants and hotels; in the 
hands of famous chefs; on the plates at company cafeterias. 
With 2020 around the corner the world has its eyes on 
sustainable procurement.
Seafood sustainability will also contribute to meeting 
Sustainable Development Goals. In addition to achieving Goal 14 
“Life Below Water” and Goal 12 “Responsible Consumption 
and Production”, sustainable seafood can be a power tool to 
revitalize local communities through the preservation of the 
seafood consuming culture and traditions.
Collaborations between influential companies and local 
communities through the utilization of technology and knowhow 
of AI and IoT is also on the rise.
Tokyo Sustainable Seafood Symposium 2019 will showcase to 
the world the collaborative efforts between governments, 
businesses, local communities, NGOs and consumers.
We will introduce activities that improved corporate value, 
solved community-level challenges and reinforced branding. 
Together, we will accelerate the contributions of corporate ESG 
efforts and meeting SDG goals.

14:30-16:25

16:40-19:00

Day 1

2019/11/8（FRI） 9:00～18:45（Open 8:30）
Reception Party 18:50～

Day 2

Seafood Legacy (media@seafoodlegacy.com)
Contact

AEON, Australis, Blueyou, Global Aquaculture Alliance (GAA), 
Japan Consumer Cooperative Union (JCCU), KDDI, NTT docomo, 
Skretting Japan, Veramaris, Lighthouse, Ohkawa Printing
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Keynotes / Talk Sessions

Breakout Session

Date / Time

［Facilitator］

［Facilitator］

［Award presenter］

［Speakers］

［Facilitator］

［Facilitator］

［Facilitator］

［Speakers］

［Speakers］

［Speakers］

［Speakers］

Walton Family 
Foundation
Program Officer, 
Environment Program

Teresa Ish

Iino Hall & Conference Center
Floor Map

Iino Hall

Iino Conference Center

Elevator

Escalator

Bathroom

Emergency Exit

Smoking Room

Vending Machine

Please download 
the presentation 
slides from the 
TSSS 2019 official 
website.

●➡組版データがあればこのような電
子カタログも安価に作成できます。

●➡多言語翻訳版もデジタル化と並行
して制作することができます。
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元になる印刷物（原本）の状態を見て、手作業で文字
を入力していくか、OCRを用いて自動文字認識を行うか
判断します。当社では高識字率のOCRソフトウェアを導
入していますが、熟練した入力オペレーターによる手作
業のほうが精度に勝ります。どちらの場合でもしっかり
校正を行い、文書量の多少にかかわらず正確にテキス
トデータ化いたします。

原本を見本にして、データ化されたテキスト、図版・イ
ラスト、写真などの材料をDTPソフトでレイアウトして
いきます。正確な複製を製造する場合は、デジタル検
版で完成した紙面と原本との照合を行います。反対に、
紙面のデザインを刷新したり、判型や書体、色数を変
えたりすることもできます。汎用性の高い組版データで
すので、一度完成した後でも必要に応じて様々なアレ
ンジや二次利用が可能です。

図版やイラストは原本をトレースしてデータ化します。
図版のトレースデータだけの納品も承っています。正確
に再現することに重点を置いて作ることも、1色の図版
をカラーにするなどのアレンジも可能です。イラストは
タッチを変えて新たに描き起こすこともできます。当社
で用意しているイラストサンプルの中からお好みのイラ
ストレーターをお選びください。

テキスト入力

元のフィルムやプリントなどの原稿が残っており、それ
らを使用することができれば、より原本に近い仕上がり
になります。原稿が残っていない場合は、原本をスキャ
ンニングしてデータ化し、専門のオペレータが色あせの
復元などの補正を行います。色合いを変える、不要な
部分を消すといった加工もできます。
なお、原本のトレースまたはスキャンにあたっては、著
作権者の許諾が必要な場合があります。

スキャニング・画像加工

図版・イラスト作成

DTP組版

印刷物の組版データ化サービス 作業工程


